
 

 

     2023 年 2 月 21 日（火） 

報道関係各位 

プレスリリース 

株式会社 SkyDrive 

 

SkyDrive、2025 年大阪・関西万博『未来社会ショーケース事業出展』の 

「スマートモビリティ万博」における空飛ぶクルマの運航事業者に選定 

 

 

「空飛ぶクルマ」（※１）および「物流ドローン」を開発する株式会社 SkyDrive（本

社：愛知県豊田市、代表取締役 CEO 福澤知浩、以下「当社」）は、2025 年日本国際博覧

会（大阪・関西万博）『未来社会ショーケース事業出展』のうち、「スマートモビリティ

万博」における空飛ぶクルマの運航に係る事業者に選定されたことをお知らせいたします。 

 

 
大阪・関西万博の会場イメージ図（提供：２０２５年日本国際博覧会協会） 

 

■ 2025 年大阪・関西万博「未来社会ショーケース事業出展」応募の背景 

当社は、「100 年に一度のモビリティ革命を牽引する」をミッションに、「日常の移動

に空を活用する」未来を実現するべく、2018 年 7 月に設立し「空飛ぶクルマ」を開発して

います。2019 年に日本で初めて「空飛ぶクルマ」の有人飛行に成功し、2025 年の大阪・

関西万博開催時に大阪ベイエリアでのエアタクシーサービスの実現を目指して開発を推進

してきました。 

 

この実現に向け、大阪を舞台とした空飛ぶクルマの社会実装に向けた動きを加速させる

ため、大阪府が 2020 年 11 月に設立したラウンドテーブルに、当社も設立当初から構成員

として参加し、様々なステークホルダーとの連携や事業検討のための議論、地域住民の理



解促進や社会受容性を高めるための活動を行ってきました。また、2021 年 9 月には更なる

認知度や社会受容性の向上を目指し、大阪府、大阪市と連携協定を締結し、断続的な活動

を行ってきました。 

 

この度当社は、公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会が実施した、大阪・関西万

博の「未来社会ショーケース事業出展」の、会場内ポート及び会場外ポートをつなぐ 2 地

点間での空飛ぶクルマの運航の実施を目指し、運航に係る事業者の募集に応募した結果、

選定される運びとなりました。（※2） 

 

 航路や飛行頻度、機体の稼働台数、サービス提供価格等の詳細は、公益社団法人2025年

日本国際博覧会協会を含む関係者の方々と、順次協議、決定してまいります。 

 

■ 株式会社 SkyDrive 代表取締役 CEO 福澤知浩 コメント 

 当社はこれまで、2025 年大阪・関西万博にて、現在設計開発中の空飛ぶクルマ「SD-05」

（※3）を皆さまにお披露目し、未来を感じていただくことを目指してまいりました。こ

の度、「スマートモビリティ万博」空飛ぶクルマ事業における参加企業に選定いただき、

大変感慨深く感じます。これまで様々な形で応援・ご支援くださった関係者の皆さまと、

大阪・関西万博を目標に共に励んできた社員の皆に、心より感謝申し上げます。 

 万博の場に向けた空飛ぶクルマへのご期待を改めて実感し、これからのチャレンジに奮

い立つ気持ちでございます。10 年後、20 年後に当たり前となる「日常の移動に空を活用

する未来」を体感し、楽しみにしていただける場となるよう、今後も事業開発、機体開発

に推進してまいります。 

 

 
SkyDrive 式 SD-05 型のイメージ図 

 

■ 未来社会ショーケース事業概要 

未来社会ショーケース事業は、大阪・関西万博のテーマである「いのち輝く未来社会」



を支える技術・サービスを、2025 年以降の未来を感じさせる「実証」と 2025 年の万博に

ふさわしい「実装」の形で、「未来社会の実験場」となる万博会場の整備、運営、展示、

催事などに活用し、国内外の幅広い参加者や来場者に、体験として提供する事業群の総称

です。 

 

 

※１ 空飛ぶクルマとは：明確な定義はないが、「電動」「自動（操縦）」「垂直離着陸」が一つのイメージ。諸外国

では、eVTOL（Electric Vertical Take-Off and Landing aircraft）や UAM（Urban Air Mobility）とも呼ばれ、新たなモ

ビリティとして世界各国で機体開発の取組がなされている。モビリティ分野の新たな動きとして、世界各国で空飛ぶク

ルマの開発が進んでおり、日本においても 2018 年から「空の移動革命に向けた官民協議会」が開催され、2030 年代の

本格普及に向けたロードマップ（経済産業省・国土交通省）が制定されている。 

引用元：国土交通省（令和 3 年 3 月付） https://www.mlit.go.jp/common/001400794.pdf 

引用元：経済産業省（令和 4 年 3 月付）

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/air_mobility/pdf/008_01_02.pdf 

 

※2 大阪・関西万博『未来社会ショーケース事業』について 

引用元：公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会 https://www.expo2025.or.jp/news/news-20230221-01/ 

 

※3 「SD-05」に関するプレスリリース：https://skydrive2020.com/archives/13866 

 

 

 

≪株式会社 SkyDrive 概要≫ 

設立  2018 年 7 月 

代表者  代表取締役 CEO 福澤知浩 

ＵＲＬ  https://skydrive2020.com/ 

所在地  ※昨年（2022 年 2 月）より本社は愛知県豊田市に変更となっております 

豊田本社：愛知県豊田市挙母町 2-1-1 

豊田開発センター：愛知県豊田市西中山町山ノ田 20-2 

豊田テストフィールド：愛知県豊田市足助地区 

東京オフィス ：東京都新宿区 

大阪オフィス ：大阪府大阪市北区梅田１-3-1-800 号 大阪駅前第 1 ビル 8 階 

事業内容  「100 年に一度のモビリティ革命を牽引する」をミッションに、「日常の移動

に空を活用する」未来を実現するべく、2018年7月に設立、「空飛ぶクルマ」

及び「物流ドローン」を開発しています。「空飛ぶクルマ」の開発において

は、国内で唯一、有人飛行試験を実現し、官民協議会の構成員として制度設計

にも関与しております。「空飛ぶクルマ」は、現在 2 人乗りの機体を開発中、

2025 年に大阪ベイエリアでのサービス開始を目指しております。30kg の荷物

を運搬可能な「物流ドローン」は、山間部を中心とした作業現場で活用いただ

いています。 
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本件に関するお問い合わせ 

株式会社 SkyDrive   

広報担当  大石：070-2246-8375 

広報責任者・宮内：090-7226-6704  

Email: info@skydrive.co.jp  
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